
 
 

 

保護者の皆様・先生方へ                  

 

      教育目標に添えて                   ニュ－ヨ－ク補習授業校 

    校 長  櫻井 郁男 

 

 本校は一昨年度創立 50 周年の

節目を迎えました。何処の学校も歳

を刻みますが、創立 50 周年は学校関

係者にとって大いに感慨深い時と考

えます。なぜなら学校創立当時にご

苦労なさった方々がご健在であり、

当時のご労苦を語って下さり、ここ

で学んだ子供たちは、立場社会の中

核で、さまざまな組織で、意思決定

の中心となっているからです。嬉し

いことに保護者もいらっしゃるとか

・・・。 

 さて本校の教育活動の歴史は、

私自身これから皆さんより学ぶこと

となりますが、私なりに理解してい

ることが一点だけあります。 

 それは多様という言葉で表現でき

そうです。 

   さまざまな時期に 

   さまざまな国・地域から 

   さまざまな背景を持ち 

   さまざまな個性を持った 

 

 子どもたちが先生方の指導を求めているのです。 

 

 一方、国際都市ニュ－ヨ－ク発の言葉にグロー

バル化・フラット化という文言があります(トーマス 

フリードマン)。この文言も「さまざまな」という表現

に行きつくでしょう。 

 では、本校の教育活動はどのような視点に立つべ

きでしょうか。その答えは「原点に立脚する」こと

と判断します。子どもたちに「日本語環境を」との

願いで創立された本校。本校の教育目標は 50 年の歴

史の中で培われてきたものです。この原点に立脚し

た教育目標を掲げ、国際社会で生き抜く、日本人と

米国市民のアイディンティティ－を兼ね備えた人材

を日本人社会の思いを受け止め、保護者の皆様と共

に育成していきましょう。 
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 教育目標   
 日本文化を身に付けた個性豊かな人間の育成を図る 

 広く物事を考えて自ら実践する人間の育成を図る 

 

教育方針 

・基礎的な教科の補習指導を通して、日本語(国語)能力

の習得、保持、発展のための教育を行う。 

・日本の教育の在り方を知り、基本的な生活習慣を培う

ことのできるような指導を行う。 

・帰国児童・生徒が日本での生活に適応できるように、

または在外児童・生徒が学習に効果を上げるように指

導を行う。 

・異文化の中で生活する児童・生徒の自己確立と心の安

定の場として教育を行う。 

自己紹介
食品会社で数年勤務後、東京都の公立中学 (生

徒数 1000 余名)の教員となりました。 
 専門は理科。教員時代はサッカー部の顧問。 
 平成元年に東京都教職員海外派遣研修でヨーロ
ッパの教育事情視察研修。このときにロンドン日
本人学校在学中の児童とお父さんが我々のホテル
に訪ねてきました。ここで私は日本人学校の存在
を知りました。(教員養成大学卒ではないので、何
も分からず理科実験とサッカ－に明けくれていま
した) 

30代半ばに在外教育施設派遣教員に応募しまし
たが、「管理職試験が先でしょ」と指導され、引
き下がりました。日本人学校経験は香港日本人学
校中学部校長のみです。 
 前任の小野校長先生とはシンガポール・バンコ
ックで開催された、アジア大洋州地区校長会でご
一緒させていただきました。 
 アメリカとのご縁は、JAXA とのご縁で利島小
・中学校時代にで開発した「ストロ－ロケット」
がヒュ－ストンで打ち上げ？られたことです。 


